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「初春のひとりごと」 
  猛～ おむすびころりん ～ 

 

支 部 長   大 田  敬 壹                     

                       

さあ大変！切羽詰った。正月も終わったというのに、支部

通信の原稿が手つかずのまま、原稿締切り日を過ぎた。思い起 

こせば、昨年の台風１９号による大災害のあと、センターでは「無

断事故」が発生し、連日の災難続き、「人生には三つ坂がある」というが、「上り坂」「下

り坂」そして「まさか」の坂。その坂を「おむすびがころりん」と転がり落ちるように、

ねずみ屋敷も飛び越えて、瀬戸際にまで落ちこんだ。 

「切羽詰る」の切羽とは、日本刀の鍔（ツバ）と鞘（サヤ）の間にある金具のこと。

これが錆びで抜けなくなると、いざという時、「窮地に陥る」ことをいう。昨年の我が

身を振り返れば、これも身から出た錆なのか。 

改めて、新年のご挨拶を申し上げます。また、平素は長野県電気工事業工業組合長野

支部並びに長野電気引込工事センターの活動・運営に暖かいご指導とご理解を賜り、心

から御礼を申し上げます。 

既に各地区では緊急の定例会を開きましたが、今年も暮れに来て「無断工事」が発生

しました。無断工事は飲酒運転と同じで絶対にやってはいけません。困った時は、とに

かく「中部電力さん」・「センター」・「各地区長さん」に相談して下さい。今、引込工事

センターの信頼は、かなり失墜しました。『今年こそ、無断工事、計量事故をなくしま

しょう！』 

ただ、技能オリンピックでは、長野西地区が担当で、炎天下の中、頑張って頂きまし

た。県大会では、その出来栄えが最高だったと感謝しています。また電気使用安全月間

では各地区で活動をして頂き、各地域から感謝の言葉を頂きました。今年も、支部・セ

ンターの安定した運営と「安心と安全」の構築に向けた活動に邁進したいと考えており

ます。 

最後に、今年は「子（ねずみ）」年です。我が家の座敷

の床の間に「打ち出の小づちを持った大黒様」の掛け軸が

かけてあり、その大黒様の膝元に、２匹のねずみが描かれ

ています。そのねずみが大黒様に何かを語りかけているの

ですが、長いこと「俵の米を下さい」といっていると思っ

ていました。昔々、窮地に落ちた大黒様を、ねずみが助け

たことがあり、それ以来、ねずみは神様の「お使い」とし

て崇め奉られるようになったそうです。本年が皆様にとり

まして、大黒様の「打ち出の小づち」にあやかった「福徳

円満」の年でありますように！・・・ 
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           ご  挨  拶 
 

中部電力株式会社  電力ネットワークカンパニー 

長野営業所長    和 田 博 明      

明けましておめでとうございます。会員の皆さまにおかれましては、ますますご健勝

のこととお慶び申しあげます。また、平素は、弊社事業に格別なるご理解とご協力を賜

り、厚く御礼申しあげます。 

さて、昨年を振り返りますと 5 月に平成から令和へと新しい元号が制定され、新たな

時代の幕が開けました。 

8 月、弊社では、送配電部門の法的分離を迎えるにあたり、お客さまの利便性向上と、

更なる合理的な業務運営体制の構築を目的に、中野・飯山地区ならびに更埴地区の関係

皆さまのご協力をいただき、長野営業所への低圧契約業務の拠点集約を行いました。引

き続き皆さまからのご意見をお聞きしながら、改善点等をフォローしてまいりたいと考

えます。 

9 月には、2 年に一度の大イベントとなる、株式会社長野県電気工事協力会様主催の

「第 36 回引込および内線工事技能オリンピック」が開催されました。酷暑の中、選手

の努力は勿論のこと伊東地区長始め役員・会員の皆さまの献身的な指導により飛躍的に

技術の向上が図れました。連合大会への出場は逃したものの、選手にとっては貴重な経

験ができたとともに、店主の皆さまや業界にとりましても大きな財産になったことと思

います。 

10 月の台風 19 号では、千曲川の決壊という未曾有の大災害が発生いたしました。

被災された皆さまには心からお見舞い申しあげます。また、メーター取替や漏電調査に

多くの応援を賜りましたことに対し、改めて感謝申しあげます。水没地域のお客さまは、

宅内の照明やコンセントが使えて初めて電気が届いた認識されることから、我々中部電

力と電気工事店さまが一体となり、双方の理解と協力がなければなしえないことを実感

した災害でもありました。今後の災害時における対応に、今回の反省を活かしてまいり

ますので何卒よろしくお願い申しあげます。 

そして、今年の 4 月にはいよいよ電力システム改革の最終段階として、送配電事業の

法的分離が行われ、営業所は、現在の電力ネットワークカンパニーから中部電力パワー

グリッド株式会社に生まれ変わります。「安定供給」という使命に変わりはございませ

んが、新たな創業の気概を持って臨みたいと考えております。 

最後になりますが、ルールは皆さまの安全と公衆保安のために定められたものであり、

それをしっかりと守ることが皆さまの身を守ることになります。本年も「安全と健康」

を第一に、会員の皆さまをはじめ関係者全員が無事故・無災害で過ごすことができます

ようご祈念申しあげ、ご挨拶とさせていただきます。 
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害は忘れる間もなく 

やってくる･･･かも⁉ 
           

 副支部長    髙 津  和 忠 （高津電気工事株式会社） 

 

「髙津さん、大変！ 水がすぐそこまで来てますよ！みんなで逃げましょ!!」 令和元

年 10 月 13 日朝 6 時過ぎ。当社の水害はこの近所の奥さんのインターホンによる一

報で始まった。それは、飯山市の公式な避難勧告発令の 40 分前のことだった。 

昨年の台風 19 号による水害からすでに 3 ケ月が経過した。県下では千曲川を中心

として、上流から中流域にわたり広範囲に被災した。特に長野市穂保地区周辺の被害は

甚大で、2 名の尊い命も奪われた。中部電力や引込工事センター傘下の店社に大変ご苦

労をいただいた電力復旧作業も、この地区と避難所を重点的に行われた。 

この地域の被災状況や復旧活動については、今なお度々報道等がなされているが、ご

承知のように被災したのはここばかりではない。手元の資料で住宅被害に絞って調べた

結果、長野市の床上浸水 3,305 世帯、床下浸水 1,781 世帯に対し、北信の他地区合

計で、それぞれ 2,060 世帯、1,181 世帯となっていて、決して無視できない数字であ

った。 

この日の未明。私は寝室で市の防災無線で刻々と伝えられる、千曲川の水位情報に耳

を傾けていた。（飯山市の防災無線はラジオのように各戸に貸与されている） 4 時、

上流中野市立ヶ花の水位観測所で 12.44ｍ（氾濫危険水位 9.6ｍ）という驚異的な数

字が観測され、3 時間後の 7 時に飯山でも 11.1ｍの最高水位を観測した。 

立ヶ花の 12ｍ越えなんて、それまで聞いたこともなかったが、それでも私の心中は

令和となってもなお「平静」だった。数年前目にした「洪水ハザードマップ」がこの地

点の氾濫時水深３ｍを示していたにもかかわらず、「それでも街の中は大丈夫だろう」

と高をくくっていた。左岸を走る飯山バイパス（堤防）は、新幹線のトンネル掘削土に

よってぶ厚く補強され、市街地は鉄壁の守りと信じられていたからである。あくまでも

千曲川本流の護岸に限っては･･･ 

ところが今回の水害の盲点は、千曲川支

流で、市街地の北側を流れる「皿川」にあ

った。まさにノーマークだったこの川が

13 日未明に内水氾濫し、越水と共に一部

堤防が決壊した。この「内水氾濫、越水」

と「決壊」とでは流入水量・速度等におい

てもまったく比較にならないもので、この

情報は当局から全く届かず、後に例のイン

ターホンによって初めて、市街地の北側か

皿川堤防決壊 
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らひたひたと押し寄せる水を知ることとなった。この為、当社も初動の措置がかなり遅

れ、甚大な被害を被った。 

当社の業務用 LINE（LINE WORKS）の履歴（スレッド）を辿ると、当日の一連の動

きがわかるので、一部を抜粋して紹介する。 

６：１８（社長）皆さん台風の影響はいかがですか？ 我が家は現在駐車場が浸水中で

す。皆さんもくれぐれもご安全に！ 

社長の自宅は市街地の中心部。飯山市役所の近隣で、今回最も被害の大きかった地区

でもある。 

６：２５（社長）先ほど会長から連絡があり、倉庫１Fの資機材を上げたいので、出社

できる人はお願いします。 

６：２７（社員）わかりました。 

この後、私は社員の到着を待ちながら、家内と共に自身の社用車(PRIUS)と自家用車

(PRIUS  PHV)を飯山駅の立体駐車場に移動した。この時の水位 20cm。 

やがて駆けつけた社長と社員と共に、すべての作業車（軽ワゴン）を市街地西方の安

全な社有地に移動させたが、この時既に駐車場の水位は 30cm 程。１ｔトラックは車

高が高いので大丈夫だろうという社長の判断でそのまま移動せず。（結局のところ水没

し、当社唯一の被災・廃車両となった） 

水かさが目に見えて増してゆく中、皆で倉庫内の資機材をできる限り高所に移動。 

８：００ 全社員待避（帰宅） 

８：２７（会長）事務所１F浸水中です。 

８：２８（会長）１Fコンセント回路停電させました。 

９：４４（社員）（会社に）たどり着けなくて申し訳ありませんでした。小牧橋付近が

決壊し、綱切橋も通行止めです。 

９：５８（会長）会社は孤立中。危険なので出社せぬように。 

この後も水位は上がり続け、事務所内の水かさは最終的に 55cm にも達した。床置

きの事務機器は水没したが、机上のノートパソコン等は幸い難を逃れた。 

電気・水道・ガスは終始使用できたが、下水道の使用が制限されたまま、丸一日を２

F の住居で過ごした。シンと静まり返った街中。隣の警察署から、救命ボートが時々出

入りしていた。泥水は日付が変わっても全く減る気配もなかった。 

翌１４日 

５：３６（会長）おはようございます。社内、倉庫内の水は引きましたが、一面泥だら

けです。 

５：５１（社長）廻り中泥だらけです。これからが正念場です。 

社長のメッセージの通り、この日から連日、社員総出の後片付けが始まった。取引先

の電材店の皆さんなども加わり、実に大勢の方々に力を貸していただいた。 

１９：４５ （社員） 一日お疲れ様でした。まだまだこれからが大変ですね。皆さんの力

で、もとの職場に戻せるよう頑張りましょう。 

１９：５２ （社長）会社も大変ですが、お客様や現場も大切です。ワンチームで乗り切り

ましょう。 
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社屋北側のプレハブ仮設事務所での営業を経て、ようやく元の社屋で通常の営業を再

開したのは、年末になってのことであった。この間、皆様からは当社に対し、ご厚志を

頂戴いたしました。紙面をお借りし、改めて御礼を申し上げます。  

 

追 記 

今回の被災を通して強く感じたことは、過去、大きな災害が起こる度にその必要性が

強く叫ばれ、おそらくすでに大手企業では常識とされているであろう、BCP（事業継続

計画）の必要性であった。 

BCP とは一般的に、「企業が自然災害・大火災・テロ攻撃などの緊急事態に遭遇した

場合に於いて、事業資産の損害を最小にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早

期復旧を可能にするために、平常時に行うべき活動や、緊急時に於ける事業継続の為の

方法・手法などを取り決めておく計画」とされている。 

当社ではこれまで、この計画については検討も策定もまったくなされぬまま、「水害」

という想定外の災害に見舞われた。それでも当社は今回、厳しい経営環境の中ではあっ

ても、たまたま多少の余力と社内外のコミュニケーションに助けられ、比較的早期に事

業の再開にこぎ着けることができたが、仮に最低限のものであっても、BCP があった

ならば、より効率的な行動や処置、結果的に最低限の損害へとつなぐことができたので

はなかろうかとも思っている。 

今回の災害を教訓

として、これまでの一

連の経過を検証する

と共に、ハザードマッ

プ等を基にした当社

の被災リスクや初動

対応の確認しながら、

会社や社員を守る為

の対策をまとめた

BCP を策定すること

とした。 

 

 

 

 

 

 

↑本社隣の飯山警察署 

 

 

本社東側駐車場と 

水没したトラック 
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令和元年を振返り 令和２年を迎えて 

 

中野・飯山地区長    玉 木 新 二 

 

２０２０年新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。 

２０１９年は年号が令和に変わり５月から新しくスタートしました。私たち地区も中

野・飯山地区になり、もう少しで 1 年になろうとしています。２０１９年は良い年にな

るかと思いましたが、１０月１２日～１４日に台風 19 号が襲来し、大災害となってし

まいました。被災された方々には心からお見舞い申し上げます。 

長野が被災地になるとは誰もが思っていない、そんな大災害になりました。千曲川堤

防の決壊で赤沼地区、穂保地区、豊野地区全域にわたり家も流され、床上まで水に浸か

ってしまいました。私たちも災害普及に参加をさせていただき、災害の恐ろしさを痛感

いたしました。多くのボランティアの方たちが参加され、泥出しや片付けをされている

ことは大変ありがたく感じました。被災された方も励まされ、少しは元気が出たと思い

ます。私たち地区でも中野地区の上今井地区、立ヶ花地区、栗林地区、延徳地区、また

飯山地区でも市街地周辺が床上浸水となり、会員の皆様も被害に遭われています。 

中部電力㈱の災害要請により、災害普及に会員の皆様に動員をお願いし、多くの会員

様に協力をいただきました。本当にありがとうございました。また長野地区より、仮設

住宅の電気工事の要請があり、私たちも協力をさせていただきました。何とか工期内に

中野・飯山地区 
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完成させることができほっとしました。災害から２ヶ月余りたち、少しずつ復旧はされ

ていますが、まだまだです。新しい年を迎え『がんばろう長野』の精神で復興に向けて

頑張りましょう。 

さて、長野引込工事センターも去年はいろいろなことがありました。台風 19 号災害

以降、無断工事及び事故等が多く発生しました。中部電力㈱様には、ご迷惑をお掛けし

ました。事故等の対策は訓練等の内容をこれから変えていき、皆様１人１人に理解をし

ていただく訓練をしていかなければと思います。中野・飯山地区としては、今年新しい

年を迎え１人 1 人事故は起こさないよう目標を立て、1 年間頑張っていきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 歴史から学ぶ水害 

 

長野西地区 副地区長    日 極 量 博 

 

令和元年１０月１２日、台風１９号上陸。翌１３日未明の千曲川堤防決壊と周辺地域

一帯の浸水は、その映像が全国ニュースでも連日大きく扱われ、私達の記憶に新しい。 

「記憶に新しい」は凶事にばかり用いるものでもないが、以前から自然災害に紙数を割

く資料の多くでこの言葉が使われている。「天災は忘れた頃にやってくる」との戒めも

あり、私達は災害と記憶とを結び付けることが、防災の根幹となると信じている。 

平成９年刊『豊野町の自然』(豊野町誌刊行委員会)には、『この大災害を教訓として、

今後に生かされることを願』って、平成７年７月の鳥居川氾濫の経緯が詳述されている。 

豊野町では昭和５６～５８年にかけ３年連続で水害が発生し、平成７年当時はその経験

から『町を水害から守るための、町長を本部長とする災害対策本部を組織化していた』

そして『豊野町の対応は、この日豪雨に襲われた県下の市町村の中では最も早かった』。

過去の被災の記憶が行政に危機管理を促し、行政の対応が住民の危機意識を促す。災害

と記憶の循環が上手く機能しているように見える。一方で同誌『鳥居川氾濫の様子』の

項には次の記述もある。『今回の水害は、まったく予想外の場所から始まった』 

人知は未だ大自然に及ばず、たとえ忘れていなくとも天災は思いも寄らぬ所から私達

に襲いかかる。記憶による備えは対症療法でしかないのだろうか。 

『豊野町の自然』には１５世紀以降の主な水害や、氾濫を繰り返し、その都度治水が

行われてきた河川の来歴と課題も記されている。長い年月をかけ少しずつ、しかし確実

に防災の技術を高め、度重なる水害を克服してきたこの国の歴史は、たとえ次の未知な

る天災を完全に防ぐことはできなくとも、復興の希望としての大切な記憶となるものだ

ろう。 

長野西 
地  区 
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             力 の 集 結 

                 仮設住宅の建設に携わって… 

 

長野東地区長    町 田 幸 司 

 

新年明けましておめでとうございます。令和 2 年度のスタートになります。昨年は地

区行事以外にも会員の皆様には大変お世話になりました。振り返ってみると昨年は大変

な一年であったと思います。元号が変わって新たな気持ち、そして東京オリンッピック

を一年後に控え明るい未来にと感じてた矢先、台風 19 号が長野に甚大なる被害を与え

ました。先ずは被災された方々にお見舞い申し上げます。現在も災害復旧に携わってい

る方が多いなか、完全なる復興にはまだまだ時間はかかると思いますが『ONE 

NAGANO』で乗り切りましょう。 

長野地区でも被災者の方の応急仮設住宅の建設の協力を、全木協―長野県協会より依

頼を受け着手しました。約三週間で 55 世帯の電気工事を完了させるために全力で対応

しました。中野・須高・更埴地区の会員様にもご協力いただき遅れることなく無事引き

渡しが完了できたこと心より感謝申し上げます。協力頂いた 20 社の社長様・従業員の

方々本当にありがとうございました。工事内容的には平屋住宅・アパートの一般的な電

気工事ですが、あれだけの大工さんが一機に工事を開始されるとさすがに圧倒されまし

た。地盤整備から建て方まで本当に早かったと感じます。建築業者さんも各協会からの

応援にて多い時には 100 名体制で現場に投入されていました。今回の災害復旧工事を

通じ多くのことを学びました。 

災害復旧は誰が主？協力体制は？お金は？と明確にしておかなければならない課題

が多くわかりました。災害に慣れていては困りますが、いつまでも安心安全は確約され

ていない現状を踏まえると今回の体験は非常に多くの事を学ばせてもらいました。そし

て北信の人は思いやりが深くまた協力的である事を実感できたこの数か月に、心から感

謝いたします。 

一日でも早い復興そして生活再建を願います。 

長野東 

地  区 
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災害を教訓として 
 

更埴地区長    久保田 貴律 

 

新年あけましておめでとございます。本年もよろしくお願いいたします。平成から令

和に変わった節目の年は、長野支部管内は、大変な一年になってしまいましたが、令和

二年は皆様にとって大変良い一年になることを願うばかりです。 

更埴地区は、4 月に新体制でスタートし、技能確認訓練、電気使用安全月間に伴う配

線診断、耐圧試験、安全大会、球技大会と、会員ならび中部電力様のご協力のもと地区

事業も順調に進んでまいりました。 

 完成した上松東団地と若槻団地の仮設住宅。骨組みには長野県産の木材を使用している。 

木造の３２戸を建設の上松東団地 

更 埴 

地 区 
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しかし、10 月 13 日、14 日の台風 19

号による災害により更埴地区内は一遍して

しまいました。千曲川の氾濫、越水により

千曲市、篠ノ井、松代地区が浸水、当地区

の会員会社及び社長宅浸水被害が 9社あり

ました。各社従業員も被災され避難生活を

余儀なくされた方も何人かいると聞きまし

た。また台風 19 号が通過し一夜明け、報

道等で長野北部の被害状況を見たときは驚

愕してしまいました。その後の片付け等に

追われる中で集められた災害ゴミの山を目

の前にし、自然に対する私たちの非力さも

痛感しました。今回の災害は「100 年に一

度の記録的災害」などと言われてますが、

これだけ温暖化が進む現在、いつ災害が起

こってもおかしくないと思います。地区内でも身近な人、会社、仲間が被災する現状を

見て「何かしらの備えが必要だ」という声が上がっています。確かに今回の災害の様な

ときは、地区としても多少でも力になれる様になっていればと思い、今年度以降の課題

として考えていこうと思っていますのでご協力よろしくお願いいたします。 

まだまだ復興はこれからですが、更埴地区はもちろん長野支部全体で団結し力を合わ

せ、乗り越えて

いきたいもの

です。 

また今年は

皆様にとって

穏やかで良い

一年になるこ

とを願ってお

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

↑災害ごみの排出場所となった 

松代の青垣公園運動場 

 

 

 

↑

長
野
市
篠
ノ
井
御
幣
川
の
水
害
状
況 

 

イラスト by 鉄拳 
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       組合員の連携 

 

 須高地区長    藤 澤  一 彦 

 

新年あけましておめでとうござ

います。令和初の新春を迎えるに

あたり、謹んでお喜び申し上げま

す。また、昨年中は組合又引込セン

ターの事業に御協力いただきまし

て厚く御礼申し上げます。 

昨年を振り返りますと度々の事

故審議会の会議、なかなか減らな

いトラブル、どんな対策をとって

も守れないルール、須高地区でも

昨年の 12 月には緊急定例会又検

討会を開き周知徹底するよう安全

会議をしたところです。今年は穏

やかな年にしたいものです。 

もう一つ、昨年の 10 月には台

風 19 号により長野市、須坂市、小

布施町、高山村と最悪な水害に見

舞われました。須高地区でも須坂市の相之島団地では床上 1.4ｍも水が上がり電力メー

ターのすぐ下まできていました。高山村では山田温泉から上流の山田牧場の県道が水害

で通行止に、一時は山田牧場の村民のお客様が停電を含め孤立状態になってしまいまし

た。小布施町ではインター付近の民家数軒が水害に遭いました。組合員の中では 1 社

床上浸水の被害がありました。 

このところ毎年のように日本各地に

自然災害が多発し地域救済への影響も

みられるようになりました。災害への

取り組みも組合員また関係機関を連携

した対応が必要になると思います。 

本年が皆様方におかれまして明るい

1 年でありますよう祈念申し上げます

と共により一層のご支援ご協力を賜り

ますことを心よりお願い申し上げます。 

 

須
坂
市
相
之
島
か
ら
小
布
施
へ
向
か
う
途
中 

相之島団地の水位は１ｍを遥かに超えた 

須 高 
地 区 
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大丈夫か？ 青年部会 
                  

長野東地区  恩田 誠（Ｇ＆Ｅかんぱにぃ） 

 

 私が入会している工業組合の青年部ですが、現在１６名の部員で活動しています。私

が入会した平成２５年は、１４名ほどの部員で活動していましたので、若干、部員が増

えています。 

 青年部の活動内容は、青年部会規約の目的に 

 「この会は、将来を背負う電気工事業者の若きリーダーを中心として組織し、組合の

健全なる発展を図るとともに企業の合理化、近代化及び高度化を推進するため、会員の

研修と相互の連携を強め、これによって優れた組合指導者の成長を期し、業界の発展に

大きく貢献することを目的とする。」 

とあり、この目的を達成するために、会員相互間の連携・事業・情報の交換や各種研修

会の開催を定期的にしています。 

 一般的に青年部会の活動というと、飲み会だと思われているのではないでしょうか？ 

確かに、青年部の活動は飲み会が主流です。しかし、将来を担う若きリーダーたちは飲

 長野支部版 / スピーカーズ・コーナー 
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み会をしながら、自分たちの仕事上の問題点や施工上の問題点の改善の方法などの情報

交換をしています。また、他支部青年部員から依頼される仕事の融通もしています（支

部長が）。もちろん、研修会もやっています。こんな活動をしている青年部会ですが、

最近、困っていることがあります。それは、部員数が減少傾向にあるということです。 

 私は、この話の冒頭に、平成２５年は１４名在籍していて、現在１６名の青年部員が

在籍していると書きました。なので、部員数が減少傾向にあるという今の話は間違って

いるように感じられるかもしれません。確かに、部員数は増えています。これ、じつは、

平成３０年５月に開催された総会で規約の一部が改正されました。その改正された内容

が、会員資格の年齢の変更で、今までより卒業する年齢が２つ上がりました。これによ

り、令和３年３月の年度末まで卒業する部員がいなくなり、このような状況が起きてい

ます。しかしながら、規約の通り、永久に青年部員ではいられないので（賛助会員は永

久ですが）、１年後には３名、２年後には２名、３年後には２名の青年部員が卒業を迎

えます。もし、この先、新入会員が０名だったとすると、３年後には９名しか残らなく

なります。 

 この記事を読んでいるほとんどの方は、今、日本では少子高齢化が進んでいて子供の

数が減少していること、また、本会の会員も減少していること、などから青年部会も減

少傾向になるのは当然のことだと思われていると思います。ですが、長野支部の青年部

員の部員数が１６名、本会の組合の会員数が 62 名、一人で事業をやっておられる方、

後継ぎのいない方もいらっしゃると思いますので、単純に比較できるものではありませ

んが、まだまだ、青年部会の会員になっていただける方はいらっしゃると思います。ま

た、青年部会に入会できるのは、後継者だけではなく、若手の従業員でも大丈夫です。 

 業界及び組合の持続と発展、また、自社の事業の持続をさせるためにも、青年部員の

人数を増やしませんか？ 

若手に心当たりのある会員の皆様、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十
一
月
二
日
に
松
本
で
開
催
さ
れ
た 

『
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
』
。 

青
年
部
会
の
ブ
ー
ス
は
盛
況
で
し
た
。 
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昭和、平成、そして令和 2 年が始まりました。それ 

 ぞれに大変な時代の印象があります。そして昨年 10 月 

の台風 19 号には驚かされました。想像もできない河川 

の氾濫による大規模な水害になり、被災された方々には  

心からお見舞い申し上げます。 

会社と自宅は濁流が 2ｍ付近まで押し寄せましたが、幸いなことに近くの低地に流れ

込み水害を免れました。しかし、畑の一つは全面濁流で流され、もう一つは水深 2ｍの

水害となりました。水没した場所には果樹を作っており、まさか水害になるとは予想で

きず、収穫までもう少しのりんごや梨を前もって採っておこうとは思いませんでしたの

で、朝起きて現状を見た時はショックでした。母が生きていたら台風被害にあった畑を

見てさぞかし驚き悲しんだことでしょう。 

自家用にと新品種の苗を植えたり、プラム・桃・夏りんご・梨と子供の頃から農業を

していた母の手伝いをしていたせいか、少しずつ楽しみながら農作業をして、多くの果

実が日に日に実り 7 月末から収穫が始まります。熟した果実を見ながら、一つずつ収

穫してやっと食べることができるのです。こんな贅沢はないでしょう。うまいものを食

べる妻の顔はいつもうれしそうです。 

一昨年の収穫は 1ｔを超えてい

たと思います。今回も多くの実が

つきましたが、もったいながって

摘果が思うように出来ず、普通の

2～3 倍の実をつけてしまいまし

た。完熟した大きな果実にするに

は数が決まっているようです。親

戚、近所にもおすそわけをしたり

して、自家用だからと思わずに適

切な数に摘果をするのが今後の 

目標です。少しずつ地道な作業を

していくところは、何か電気工事 

と似ているような気がします。 

また今年も電気工事をしながら忙しい毎日が始まります。今年は自然災害

がないことを祈りつつ東京オリンピックを楽しみに、おいしい実を作   

りたいと思います。 

 

 

写
真
は
旬
の
ル
レ
ク
チ
ェ
で
す 

更埴地区    久 保  義 一 

（有限会社久保電機） 
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中野・飯山地区    山 浦 亮 人  

    （中野電機工業株式会社） 

 

忘年会であまり面識のない人と会話する時「趣味はなんですか？」と聞くことがあり

ます。するとみなさんいろいろ趣味をもっている人が多く、いきいきと話をされます。

やはり仕事ができる人は私生活も充実されているんだ、素晴らしいなと感じます。 

そのうち「山浦さんの趣味は？」と聞かれ「趣味ないですね、今度魚釣り教えてくださ

い」と答えるのが精一杯です。しかし１つだけ好きな事があります。それはビールの飲

み比べをする事です。 

近所の西友に行って 3 種類ぐらいの缶ビールを買ってきます。（ビールを選んでいる

時も楽しい時間です）そして同じ形のグラスに注ぎ、味の違いを楽しみます。ただほと

んど違いはわかりません。この前はスーパードライとアサヒ極上を比べたのですが、全

く違いがわかりませんでした。ドイツやベルギーのビールを買ってくることもあります

が、独特の味があり楽しめます。確実に味音痴の私ですが、好きなビールはキリンのハ

ートランドです。あの小麦のにおいが最高です。みなさんのお勧めのビール教えてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

須高地区    曽 我  邦 弘  

（有限会社曽我電気工事） 

 

須高地区では須坂市と災害協定を結んでおり、毎年８月の総合防災訓練に参加してい

ます。内容は、家具と見立てての足場組みと電灯コンセントの配線と仮設電灯盤取付、

そして発電機電源使用の仮電源確保工事です。さすがに皆さん作業には機敏で、チーム

ワークの良さには感激します。 

自分自身災害の経験があまりなく、役割のごとく参加していましたが、10 月の台風

19 号に襲われた大災害には、改めてその恐ろしさに気付かされました。避難指示が発

令され真夜中に堤防の越水が発生し、不安な一夜を過ごしました。幸い自宅付近では大

きな被害もありませんでしたが、被災した友人や知人の応援に行き、ボランティアの

方々の心のケアや自衛隊の方々の知識と行動を見て、助け合いがいかに大切かという事

を身に沁みて感じました。 

次の防災訓練には他団体の訓練も参考にしながら、令和元年に躍動したラガーマンの

ように、『ＯＮＥ ＴＥＡＭ』を見習い日々過ごしていこうと思います。 
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長野西地区  山 本 克 美 （有限会社アルプスデンキ商会） 

 

娘が、犬を飼いたいと言っていた折、叔母さんの家で子猫が生まれたので、その中で、

真っ白で毛がもこもこ
．．．．

の一番かわいい一匹をもらうことができました。我が家に「もか」

がやってきました。（お金がかからなくてひと安心・・・） 

猫は飼った事がなかったのですが、散歩をしなくていいし、臭いもないし、トイレも

きれい好きなので猫砂のある所でちゃんとしてくれます。（めんどくさがり屋にはとっ

てもいい・・・） 

ただ失敗だったのは、爪とぎのしつけが上手く行かず、

我が家の壁や襖はボロボロです。また、なるべく外に出さ

ないようにしているのですが、夏など窓を開けておくと

網戸を手で上手に開けて外に脱走しますが、しばらくす

るとお土産（セミ）をくわえて誇らしげに帰ってきます。

（ねずみでなくてほっ・・・） 

よく食べるので最近は太りすぎ出すが、家族に癒しを

与えてくれる大切な存在です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 

知 

ら 

せ 

 

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者 

能
力
向
上
教
育 

二
月
十
二
日 

水
曜
日 

長
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

 

長
野
支
部
定
時
総
会 

五
月
十
四
日 

木
曜
日 

ホ
テ
ル
国
際
２
１ 

 

第
一
種
電
気
工
事
士
定
期
講
習
会 

二
月
十
三
日 

木
曜
日 

三
月
十
日 

火
曜
日 

五
月
二
十
五
日 

月
曜
日 

長
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー 

 

長
野
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合
総
代
会 

 

五
月
二
十
二
日 

金
曜
日 

 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野 

 
 

※
総
代
の
方
は
出
席
し
て
く
だ
さ
い 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 36回 引込および内線工事 

技能オリンピック 

長野県大会 

----------------------------  

2019/9/19 

中部電力株式会社 

吉田訓練所 

 

平坂健さん 31歳（班長） 

  株式会社 旭電気商会 

松下翔平さん 28歳 

  株式会社 町田電機商会 

小林克也さん 25歳 

  不二電工 株式会社 

出場選手 

向かって左から 

松下選手・平坂選手・小林選手 
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            技能オリンピックを終えて 
  

中部電力株式会社 電力ネットワークカンパニー  

長野営業所配電建設課 副長  岩 田 好 弘 

 

残暑厳しい中での技能オリンピックから月日は経ち，日増しに寒さ厳しくなる初冬の

候，ますますご健勝のこととお慶び申しあげます。 

さて，２０１９年９月１９日に第３６回引込および内線工事技能オリンピック長野県

大会が開催されました。長野電気引込工事センターからは，旭電気商会の平坂健選手を

班長に，町田電機商会の松下翔平選手，不二電工の小林克也選手の３名が出場し，本人

たちにとっては辛かったであろう訓練の成果を十二分に発揮し，輝かしい姿を見せてい

ただきました。当日，私は審査員として，他のチームの審査をしておりましたが，それ

を横目に祈るような気持ちで拝見していました。まずは，平坂班長のピリッと引き締ま

る大きな声に驚き，練習の１２０％，いやそれ以上の力を発揮してくれると確信しまし

た。そして，松下選手の順調な内線の工事進捗に安心し，柱上作業を実施した小林選手

の緊張がこちらにも伝わるような雄姿に涙が出そうでした。一人ひとりの活躍はもとよ

り，数カ月前に出会ったばかりの３選手たちがお互いに声をかけあい，一つのチームと

して団結した技能を披露するまでに成長したことが何ものにも代え難い成果であった

に違いありません。 

思い返せば選手たちは，７月１０日の開講式の時には，引込センター関係者の方々と

知りもしない中部電力の面々を前に，計り知れない不安を抱いたことでしょう。それか

ら，大会に向けて，実技競技の訓練だけでなく，学科と接遇競技も訓練する日々でした。

連日３５度を超える猛暑が続く中で，汗だくになって訓練を重ね，選手たちの成長が手

に取るようにわかりました。実技競技においては，選手たちを大きく上回る年齢の講師

からの指導でしたが，このような機会でなければ体験できない貴重な時間であり，ひと

回りもふた回りも選手たちを大きくしたことでしょう。 

私は主に学科の講師として，選手たちとの時間を過ごしましたが，いつしか親心のよ

うな気持ちが芽生えていました。訓練を重ねる中で私がうれしく感じたことは，選手た

ち自らが訓練予定のない日にも訓練をやりたいと申し出てくれたことです。７月１０日

の選手たちからは想像もできないことでした。選手たちには，あの向上心を持って主体

的に行動したあの「思い」を大切にしてもらいたいと，講師として僭越ながらお伝えし

たいと思います。 

短い期間の中で選手たちの努力により，大きく成長し，会場に駆け付けた関係者の皆

さまにも，高い技術力を披露しました。惜しくも入賞は果たせませんでしたが，上位と

の差はごく僅かでありました。選手たちには，電気工事のプロとして，自信を持ってこ

れからの地域を牽引していただくことを願っております。 

最後に，各店舗の貴重な戦力を選出いただいた店主の皆さまと，大会に向けて準備等



  

 

長 野 支 部 通 信    第 77号 

 

２１ 

ご尽力いただいた地区の関係者の皆さまに敬意を表するとともに，講師として至らなか

ったことをご容赦くださいますようお願い申しあげます。大会を機に培った組織力と技

術力が，今後の発展につながることを祈念申しあげ，甚だ恐縮ですが，結びとさせてい

ただきます。 

 

 

   限 界 に 挑 む 

 

長野西地区長    伊 東 敬 晃 

 

新春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。日頃は大変お世話になって

おります。 

「第３６回引込および内線工事技能オリンピック長野県大会」が９月１９日に中部電

力株式会社電力ＮＷＣＰ吉田訓練所で開催されました。各引込工事センター５チーム１

５選手が出場し、『電気工事技術ならびに技能の向上、電気設備における公衆保安の確

保と、お客さまサービスの向上に資すること』を目的に競いました。前回の「支部通信 

第７６号」において大会出場までの過程を記しましたので、今回はその後をお伝えした

いと思います。 

朝７時３０分。電気会館に選手３名、役員３名が集合し、前日に大会用の資機材を乗

せたトラック２台に分乗し、吉田訓練所へ出発した。朝方は少し寒くなりジャンパーを

引っ張り出して着て行ったが、訓練所の競技用テントへ工具等の搬入準備を行っている

頃にはジャンパーを脱ぎ、雲の合間から時折日が差し暑くもなく、絶好の大会日和にな

りました。（この天気なら熱中症の心配がない。ホッ。）９時から開会式が始まり、９時

４０分に実技問題が配布されました。訓練の成果を発揮出来れば、十分時間内に終える 

ことができる内容でした。（これならイケる。） 

１０時実技競技開始。平坂班長をはじめ、長野チームのＴＢＭ-ＫＹの声が会場に響

きます。（イイぞ。）序盤は少し硬さがみられましたが、競技が進むにつれ、本来の動き

を取り戻していきました。時間配分もよく、進捗状況は他のチームを上回り、これなら

時間内に十分完成できそうです。（連合会大会に行っちゃうかも。また訓練が大変だな

ぁ、どうしよう(^^)V ）   

実技終了が見えてきて応援席にも安堵の空気が流れ始めていた時、「ガシャーン！！」

（なんだ、どうした？） 

さっきまでの空気が一瞬にして凍りつき、選手、応援席とも、士気が下がっていくのを

感じました。 

結果は入賞することは出来ませんでしたが、時間内に余裕をもって、絶縁抵抗測定・

電圧測定などの試験、掃除・片付けを終えたのは長野チームだけでした。出来栄えに関

長野県大会報告 
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しても他のチームに一歩も引けを取らない、素晴らしかったと思います。目的の『電気

工事技術ならびに技能の向上、お客様サービスの向上』の点では、他のチームを上回っ

ていたと思います。（公衆保安の確保と学科かなぁ？）３人の選手の皆さんは下を向く

ことはありません。胸を張って、この経験をこれからに活かしてください。７月１０日

からの２カ月と少し、本当にお疲れ様でした。ありがとうございました。また、連日、

実技に学科に指導してくださった中部電力の講師の方々、２７日間・延べ７１人の訓練

に立ち会って頂いた役員の皆様に厚く御礼申し上げます。 

参考までに… 

優 勝 松本センターチーム 

準優勝 飯田センターチーム 

第３位 諏訪センターチーム 

でした。また、松本センターチームは

１１月７日に行われた連合会大会でも

優勝されました。 

前号の結びに、「これからの季節は台

風等の災害が心配されます。」と書きま

したが、とんでもない台風が来てしま

いました。被害に遭われた皆さまに心

よりお見舞い申し上げます。 

新年を迎え、皆様のご健康とご多幸

をお祈り申し上げます。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学
科
講
師
の
岩
田
副
長 

↑実技指導の 

小山さん・鎌倉さん 

 

← 

伊東地区長 

日極副地区長 

堀内副地区長 
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株式会社旭電気商会    平 坂  健 

               

『技能オリンピック』出場の話が最初

に社長から伝えられた時、正直一級施工

管理の試験勉強が重なっていた事もあり、

嫌だという気持ちの方が強かったのを覚

えています。しかし出場が決定し開講式

を迎えた時には、十数年間電気工事士と

して経験を積んできた事をぶつけてみた

くなり、「やるからには優勝しかない！」

という気持ちが強くなりました。 

選手三名の中では最年長という事もあ

り、班長を任される事になりました。社内

では 10 年以上ずっと最年少の立場だっ

たため、自分よりも若い二人と訓練する

事はとても新鮮でした。炎天下での訓練

に加え不慣れな学科訓練もあったため大

変ではありましたが、年の近い松下君や

小林君との訓練はまるで学生時代に戻っ

たような気持にもなれ、とても楽しい

日々を過ごす事ができました。 

しかしそんな中、どうすれば良いチー

ムになるのか、どうすれば優勝できるの

か、班長として日々考えていました。そし

て僕が一番重要だと感じた事は『コミュ

ニケーション』でした。競技中だからとい

っても遠慮せずにどんな些細な事でもお

互いを注意し合い、意思を共有するため

にコミュニケーションを最大限にとる事。

それが最も大切なのだと改めて実感しま

した。 

大会当日は、予想通りでしたが緊張感

のため体がガチガチになっていました。

しかし競技が始まると、自分でも驚くほ

ど冷静になり他の二人への指示も練習通

りに行えて、懸念していた声出しも出場

していたチームの中では一番できていた

のではないかと思います。しかし結果と

しては、終盤のトラブルに加え学科競技

で点数が伸びず、敢闘賞という結果に終

わりました。 

僕の好きなお笑い芸人、ダウンタウン

の松本人志さんの言葉にこんな言葉があ

ります。「100 点は無理かもしれん。でも

100％自分のＭＡＸは出せるやろ。」優勝

こそできませんでしたが、練習で積み重

ねてきた自分のＭＡＸは出し切れたと思

っています。そして何より大切な事。辛い

事や面倒な事でも諦めずにチャレンジし

て乗り越える事が自分の力になっていく。

それを、この経験を通し改めて感じる事

ができた事に、心から感謝したいと思い

ます。 

中部電力の講師の方々、支えてくださ

ったセンター役員の皆様、そしてこのよ

うな機会を与えてくださった社長、応援

してくれた家族や会社の方々、本当にあ

りがとうございました。結果は出せませ

んでしたが、全く後悔する事なく大会を

終える事ができました。この貴重な経験

で学んだ多くの事を、今後の仕事に生か

していきたいと思います。 

そして技能オリンピックはいろいろな

困難もあると思いますが、今後とも末永

く続いていってくれたらと考えています。 

 

班長としての責務 
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株式会社町田電機商会    松 下  翔 平 

 

 

このたびは技能オリンピックに出場さ

せて頂き、ありがとうございました。 

選手に選ばれ、前回大会の DVD を見

たときの正直な心境は｢大変そうだなぁ｣

と思い、当初はあまりやる気が持てませ

んでした。ですが､訓練が始まり、内線担

当になって実際にやってみると､競技時

間内に完成させることができず､くやし

いという気持ちになり、また、頑張って電

柱に昇っている小林君、真剣に取り組ん

でいる平坂班長を見て、自分一人で完成

させるのではなく、3 人で協力して完成

させたいと思うようになり、自分も意識

が変わり｢絶対に完成させる｣｢勝ちたい｣

という目標を持って取り組むことができ

ました。 

大会当日は緊張で手が震えるほどでし

たが、訓練の成果を発揮し、完成させるこ

とができました。しかし、ほかのチームに

一歩及ばず、連合大会への出場とはなり

ませんでした。結果としては入賞できず、

とても悔しい気持ちでいっぱいでしたが、

毎日暑い中訓練を重ね、3 人で一致団結

して大会に臨めたので後悔はありません。 

小山講師始めご指導して頂いた皆様に

はとても感謝しています。内線の仕上が

りをご指導していただいた役員の皆様の

おかげでいい作品ができ、また、自分のス

キルアップにもなりました。毎日ご指導

して頂いたにもかかわらず、結果が伴わ 

 

ずすみませんでした。学科では岩田副長

始め、勉強ができない自分を毎日指導し

てくださってありがとうございました。

改めて勉強したことで初心に戻り､仕事

にも生かせる内容を学べたことは本当に

良かったと思います。 

技能オリンピック全体を通して､非常

に貴重な経験と良い勉強をすることがで

きました。大会が終わり、片付けをしてい

るときは毎日の訓練を思い出し、寂しい

気持ちになりました。 

多くの皆様に支えられ約２ヶ月間、充

実した毎日を送ることができました。今

回学んだことをこれからの仕事に活かし

ていきたいと思います。 

楽しかったです。ありがとうございま

した。 

 

 

唯一無二の２ヶ月 
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不二電工株式会社    小 林  克 也 

 

初めて技能オリンピックのお話をいた

だいたときに、それはいったいどんな競

技なのか何を競い合うものなのか、全く

わかりませんでした。そんな事もあり不

安な気持ちでいっぱいでしたが、開校式

の日に自分の役割が柱上に決まりやるべ

き事が少し見えてきた時、『頑張ろう』と

いう気持ちに変わっていきました。しか

し、今まで柱上作業をした経験はほとん

どなく、チームの足を引っ張ってしまう

のではないかという気持ちも少なからず

ありました。 

訓練が始まると、やはり最初は何ひと

つうまくいかず、何度も心が折れそうに

なりました。ですが、指導員の方々には一

から丁寧に教えていただき、役員の皆様

にはいろいろな方面からサポートしてい

ただき、班長の平坂さんや内線担当の松

下さんたちは親身になって相談に乗って

くれました。そして反省点や改善点など

を皆で話し合う事で、折れずに最後まで

やり抜く事ができました。 

大会では、後悔のないように全力を出

し切る事を目標にして臨みましたが、自

分がふだんしないようなミスをしてしま

った事に、後悔がないと言えば嘘になり

ます。しかし、持てる力の全てを出し切れ

たと思っているので、そこは自分でも納

得しています。 

最後に、お忙しい中手厚いサポートを

してくださった関係者の皆様、最後まで

見守ってくださった会社の皆様、そして

こんな自分と最後までやり抜いてくれた

平坂さんと松下さん、本当にありがとう

ございました。滅多に経験できることで

はない今回の貴重な経験を活かし、今後

に役立てていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次へのステップアップ 
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謝  辞 
  

株式会社旭電気商会  代表取締役  千 野  貴 文 

 

第３６回引込および内線工事技能オリンピック長野県大会への出場選手として、弊社

より平坂健を派遣いたしました。結果として目指すところへの到達は叶いませんでした

が、思い通りにならなかったことを含めて、選手達にとって貴重な体験になったものと

推察いたしております。 

訓練期間中は、社業での技能労働者のやりくりに苦労いたしました。また経費も正直

つらいところがありました。しかしながら、選手の頑張りを目の当たりにして、他の社

員が刺激を受けたり、社内に支援する体制がいつしか出来ていたり、企業風土に新鮮な

風が吹き込んでいることを実感いたしました。また、選手も飛躍的な成長を遂げ、人材

育成の面で弊社は多大な恩恵を受けたものと感じております。 

電気工事のエキスパートを目指そうとする若年労働者の減少に歯止めがかからず、技

術や技能の承継が困難な時代を迎えていますが、その反面で昨今頻発している自然災害

により、不断の電力供給の重要性は広く社会に認識されています。つきましては、技能

オリンピックのような機会を業界の垣根の外側にいる皆様に参観していただく働きか

けを期待するところです。 

結びに、ご指導をくださりました中部電力株式会社の皆様、お世話になりました長野

県電気工事業工業組合長野支部並びに長野電気引込工事センター役職員の皆様をはじ

め、関係各位に深甚なる感謝を申し上げ、謝辞といたします。 

 

 

 

更なる成長に期待 
 

株式会社町田電機商会 取締役技術部長  望 月 一 宏 

 

関係者の皆様大変お世話になりました。おかげさまで出場させていただいた松下も技

能オリンピックを行う前と後では見違えるような顔つきになりました。 

惜しくも連合大会出場とはなりませんでしたが、普段とは違う緊張感の中自分の最大

限の力を発揮し、悔いなく終われたということなので、残念ではありましたが本人にと

ってはいい経験になったと思います。 

また、このような大会を経験することによって新たな見方ができ今後の仕事に生きる 

店主からの 
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とともに、後輩への指導にも生きてくるかと思います。今回松下がこのような経験をす 

ることができたのも、一重に皆様のご尽力のおかげだと思っております。ありがとうご

ざいました。 

最後になりましたが選手、関係者の皆様大変お疲れ様でした。 

 

 

 「前
まえ

と後
あと

」… 

技能オリンピック大会とは 
 

不二電工株式会社  代表取締役 原 田  憲 一 

 

中部電力様、並びに講師の皆様、運営に携われた皆様ありがとうございました。そし

て、各選手の皆様、猛暑の中、訓練大変だったと聞いております。お疲れ様でした。 

競技を見ていて、各選手の一挙一動が著しく成長している事に驚いたと共に、関係者

皆様のご尽力の賜物であると感じました。また、会社として店主として、何かもっと協

力出来ることがあったのではと考える所もありました。 

最初は、私自身よくある「参加することに・・・」という気持ちでした。実際、弊社

小林に参加してほしいと頼んだ時も、「滅多に出来ない経験なので・・・参加すること

に・・・」と話を進めていった記憶があります。あくまで、本人の意思を尊重するつも

りでしたので、この話をお断りすることも視野に入れていました。社長から頼まれれば、

断りづらい事は分かっていましたが、本人から、参加しますと言ってきたときは、正直

嬉しく思いました。 

訓練が進むにつれ、選手各自が、最初どのような気持ちで、この大会に臨んだのか分

かりませんが、お盆の最中も、皆が真剣に訓練をしているのを見聞きし、何か気持ちの

変化があったのかなと思いました。私自身も、選手達がこれだけ頑張っているのなら、

競技である以上１位を取れればと、気持ちに変化があったことを思い出します。もしか

すると、選手の中にも私と同じ感覚の方、いたのかもしれません。 

競技を終えて悔いの残った方、満足した方、様々であると思います。私は、競技の結

果という観点からみると、多少、悔いは残ります。しかし、そこに至るまでの過程は、

何物にも代えがたい貴重な経験であり、悔いの残るような経験では無いと思います。 

日々仕事に追われ、この様な「もっと上を」という向上心の様な感覚が薄れてきてい

るのか、また、現状で満足してしまっているのではないか、と色々な思いが湧いてきま

した。実際に競技に出場した選手たちは、きっと、私以上に得る 

ものがあったのではと思います。この技能オリンピック大会を通 

じて、非常に良い経験をさせて頂いた事に感謝しております。 店主からの 
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Epilogue                    

人生の『目的』と『目標』 

 

目的とは『最終的に成し遂げようとする事柄で、目指すべき到達点』であり、目標と

は『目的を成し遂げようするために設けた具体的な手段』である。その意味で、競技者

が勝ちたいと願うのは当然のことであり、技能オリンピックに出場した三選手が、各自

掲げた目標を達成できなかったことに悔しさを覚えるのも当然である。 

直前の新規認定試験では昇柱すら満足にできなかったという小林君が、見事に柱上作

業をやり遂げる人材となり得たのは、大きな収穫であった。連日の猛暑にも負けず、講

師陣の厳しい指導にも屈せず、最も成長著しい選手であったと思う。素直な性格は財産

である。どうか大切にしていってほしい。あとは食べ物の好き嫌いがなくなれば…(笑) 

班長の平坂君は、訓練を始めた当初声が小さく周囲を不安にさせたものだが、仕上が

りは実に見事なものだった。大会当日、応援に来てくれた奥さんから彼の日常を聞き、

納得した。彼は家に帰ると毎日、声を出してＴＢＭや接遇の練習をやっていたという。

時には奥さんを相手に練習していたそうだ。班長としての重責に圧し潰されることなく、

出場チームの中で一番声が出ていたという平坂君の自信に溢れた言葉は、彼の大きな成

長を物語っている。家族は、特によくできた女房は財産である。一生大切にしてあげて

ほしい。私が心配するまでもないけれど…(笑) 

内線担当の松下君は、天性によるものなのか努力によるものなのかわからないが、あ

らゆることを器用にこなす爽やか平成男子という印象があった。人懐っこい性格は周り

を和ませる。おそらく、秘めた闘志が一番強いのではないかと思われる彼が、この会報

に寄せた文章は『楽しかったです。ありがとうございました。』と締めくくられていた。 

この言葉は奥が深い。『楽しかった』の中には『苦しかった。辛かった。』がたくさん詰

まっている。その全ての集大成として楽しかったと言えること、楽しいと思えること、

それが仕事でも人生でもより良いものを生み出す原動力となるとのだ思う。その前向き

な姿勢は財産である。生涯大切にしていってほしい。『楽しかった。ありがとう。』それ、

私が職場を去る時に使いたかった言葉なんだけど…(笑) 

一番嬉しかったのは、慰労会での大田支部長と伊東地区長の挨拶の中にあった。支部

長は「結果がどうであれ、一番の賛辞に値するのは長野チームです。自分の中では長野

が優勝したと思っています。」と言い切り、地区長は「私が施主の立場で、工事をお願

いするとしたら、最も丁寧かつ迅速に仕上げた長野チームしかありません」とも語って

くれた。 

この先の人生、目標となるものには限りなく出会うことだろう。『目的』はその到達

点にある。どんな人生を送るか、どんな人間になるのか、それを到達点と考えるならば

技能オリンピックの目標は十二分に達せられている。客観的に採点された順位以上のも

のを私たちに残してくれた三選手に、惜しみない拍手を送りたい。そして、たくさんの

成功や挫折を繰り返しながら、より良い人生を歩んでいってほしいと心から願う。 

（事務局 倉嶋）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 20日 総務委員会   長野電気会館に於いて 

編 

集 

後 

記 

担当副支部長  伊藤  善宣     総務委員  日極  量博      

総務委員長  町田  幸司               村石桂太郎                   

総務副委員長  久保田貴律           (事務局  倉嶋)                                  

                                   

  

編    

集   

新
年
あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
支
部
通
信
第

七
十
七
号
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。 

お
忙
し
い
中
、
寄
稿
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
台
風
十
九
号
の
大
雨
に
よ
る
災
害
の

一
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
は
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
穏
や
か
で
良

き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。 
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ながの電材会 

大沢電機株式会社 

昭和電機産業株式会社 

株式会社デンセン 

株式会社ニッセー電機 
(五十音順) 

お客様にご満足いただける       

より安心安全な環境づくりをお手伝いします 

本年もよろしくお願い申し上げます 


